
(漁獲量の推移)

予算額 26,591千円（連携機関総予算額：30,671千円）

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの変化

水系のつながり
分断

外来魚の増加
在来魚介類の減少

など

＜複雑に絡み合う様々な要因＞ 湖底環境の変化

在来魚介類のにぎわい復活に向けて

減少要因の解明と在来魚介類のにぎわい復活に向けた政策提案

生息環境の再生

（ 「水系のつながり」から ）

エサ環境の再生
（ 「生物のつながり」から）

在来魚介類の生産性に影響する
２つの視点に着目

資料３

〔琵琶湖環境科学研究ｾﾝﾀｰ・琵琶湖博物館・森林ｾﾝﾀｰ・水産試験場・農業技術振興ｾﾝﾀｰ〕

試験研究機関連携研究

水系・生物の「つながり」の再生に関する研究

山

川

里
湖魚介類

動物
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

植物
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

栄養塩

部局を超えた機関連携により、琵琶湖環境に関する知見を集結し、全体的視野から課題解決を図る。

■ 底質環境の現況把握と影響の評価

・山からの土砂供給の影響

・人工湖岸化による影響

なぜ減少しているのか？どうすれば回復するのか？？

【琵琶湖流域生態系における喫緊の課題】

■ エサ環境における相互関係の把握

栄養塩～プランクトン～在来魚

■ エサ環境からみた
魚介類資源量への影響要因の解明

■ 流域の変化による在来魚への影響把握

・堰などによる
在来魚の産卵や移動への影響

・水質変化による在来魚への影響

【課題解決に向けた対応】

新


